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白日会第96回展を迎えて
会　長　中山　忠彦

　大正13年、中沢弘光、川島理一郎が同志を募って創立した白日会も、今春96回展を迎えました。
　それぞれの時代を支えて来た先輩諸氏の努力によって、当初の自由な精神が受け継がれ、創作発表の場となって来ました。私の
初出品は31回展でしたが、当時はまだ日展傘下の弱小団体と言われ、かろうじて命脈を保つだけの低迷期のさ中でした。
　やがて、伊藤清永先生、小堀進先生等の作家活動に導かれるように、若い作家達が参加し始め、白日会独特の、日展参加、不参
加組のハイブリッドの作家達が、相互に刺激し合う、今日への端緒になりました。
　かつてのネオアカデミズムから脱皮し、鮮明に「写実」を標榜し、見えるものを通して、見えないものを描こうとする理念に結
びました。公募、研究団体としての存在感も格段に高まり、「写実の王道を歩む白日会」との世評を、更に明日への活力の源とし
て参りますので、この上とも、御𠮟声、御支援をお願い申し上げます。
　　2020年３月吉日

　本年は新型コロナウイルスの発生を受け、政府の感染症対策の基本方針により、第96回展の開催が危ぶまれるという事態となり
ました。彫刻部の開催は残念ながら見送られましたが、絵画部は予防策を講じながらも開催に向けて準備を進めてまいりました。
この新しい時代の危機を迎える中、白日会は状況を鑑みつつも美術文化の担い手としての矜恃を忘れることなく一同臨んで参る所
存ですので、重ねて、御理解と御支援をお願い申し上げます。

白日会

八咫烏

白日会について

　大正12年（1923）欧遊の帰途にあった中沢弘光は
同船に乗り合わせた川島理一郎と出会いました。互
いに話を深めるうち、混迷にあえぐ当時の日本洋画
壇の将来に心をいため、ここに正当な美術研究団体
を結成し、友人同志を誘って相互研鑽の場とする新
団体の発足を誓い合いました。中沢弘光はその時イ
ンド洋上で仰いだ白日に輝く太陽にちなみ新団体を
「白日会」と命名し、翌年大正13年（1924）、正式に
結成されました。
　発足後は時局の影響を受け、また紆余曲折を経た
後、前会長の伊藤清永（文化勲章・1911-2001）、小
堀進、平松譲、彫刻の中村晋也（文化勲章）等を中
心に、健全、自由な具象作家の集団という創設の意
図を受け継ぎながら独自な時歩を築いてきました。
　そして現在は、平成14年（2002）に会長に選出さ
れた中山忠彦を中心に、先達の精神をさらに確かな
ものにしつつ、伝統的な技法や表現の尊重、対象へ
の真摯な姿勢、新時代に向けた自己に根ざす誠実な
取り組みにより、見えるものを通して、見えないも
のを描くべく、日ごとその研鑽に励み、作家それぞ
れが新しい「写実」を追求し続けています。

略 史

大正13年（1924）1月　中沢弘光・川島理一郎・南薫
造・吉田三郎・辻永・池部鈞等18
名にて正式結成。
3月　日本橋室町の三越で第１回展
を開催。

大正14年（1925）上野公園竹之台陳列館で第２回展
を開催。
第２回展より一般公募を行う。

大正15年（1926）東京府美術館で第３回展を開催。
昭和７年（1932）ソウルで白日会朝鮮展を開催。
昭和20年（1945）戦局悪化の為、開催延期。
昭和21年（1946）戦後復興、東京都美術館で第22回

展を開催。
平成20年（2008）国立新美術館で第84回展を開催。
平成31年（2019）白日会第九十五回記念展を開催。

　八
や

咫
た

烏
がらす

は古事記と日本書紀に登場し、
天より遣わされ神武天皇の東征を導いた
烏として知られている。「咫

あた

」とは人の
手の親指と中指を広げた時の長さ、「八
咫」とは「大きい」という意味であり、
転じて「立派な」あるいは「ありがたい」
という意味を持つ。
　八咫烏は太陽神の象徴であり、天照大
御神の分身であり、導きの働きをする。
しかし古事記や日本書紀には八咫烏が三
本脚との記述は無く、古代中国で用いら
れた太陽に住む三本足の鵜の図案が本邦
に伝来したものとされる。
　白日会は、「白日」すなわち太陽を象
徴する八咫烏を会章としており、その図
案は創立会員川島理一郎の筆による会

かい

幟
し

（のぼり）から転写されたものと伝えら
れている。



　白日会史Ⅰの上梓に参画した深澤の功績は大きい。剰
あまつさ

え、現在に
至る迄の第二巻を九十五周年記念事業として上梓する旨の確約を果
し得なかった無念さは察して余りあるが、釈明は一際無かった。当
然現存作家も扱う第二巻となれば、外部のライターであれば未だし
も、内部での執筆は誰しも躊

ため ら

躇う仕事の筈である。当然第二巻の案
件は頓挫してしまった。
　深澤斃

たお

れるの一報は唐突であった。折しも静岡支部展の懇親会の
席上、祝辞の最中とのことであった。一週間後、八十二年の生涯を
閉じた。それにしても、平生から話術の巧みな深澤はユーモア交じ
りの長広舌が得意であったから、失礼ながら彼に相応しい終焉であ
ったとも言えよう。常任委員会の席上でも、常にユーモラスな論客
振りを発揮し、場の雰囲気を柔げて呉れる人柄は人々の敬愛を集め
た。堂々たる体躯を誇り、髭と蝶ネクタイ、特製のステッキ姿を、
ケンタッキーフライドチキンのシンボル像に擬

なぞら

えて己の表現材料に
托した。
　会としても、私個人としても、惜しみて余りある逸材であり、喪
失感は日を追って深まる反面、最後に立会えなかった私としては、
現実の把握からも遠いまゝで居る始末である。

深澤孝哉遺作展示

　昨年の2019（令和元）年10月９日に急逝された深澤孝哉先生の学生時代の作品から絶筆ま
での10点の作品を第５室の一壁面に陳列し、長年に渡る画業の軌跡のごく一部を紹介し顕彰
いたしますと共に、長年に渡り当会に多大な貢献をし続けてきた故人を追悼いたしたいと思
います。また本展示にご協力頂きました深澤先生のご遺族と日動画廊他、関係の方々にこの
場を借りて謝意を表します。

追悼 深澤孝哉
中山　忠彦

　白日会第四十七回展の第一室の印象は、今だに鮮明な残像を脳裏
に刻み込んでいる。滞佛生活を終えた深澤孝哉が、すでに白日会に
所属していた野田弘志に推薦され、白日会では類例の無い鮮烈な色
彩溢れる、三点の風景画を出品したからである。後に阿方稔、小島
俊夫と続く日展不出品の一派を形成する契機となった。
　従来、白日会は日展傘下団体として歴史を重ねて来た澱みに、こ
の数名は新風を吹き込み、爾

じ

来
らい

白日会は二重構成の体制をとること
になる。漸

ぜん

増
ぞう

する不出品組は、若い世代の参加も併せて、旧態を大
いに刺

し

戟
げき

し、共に今日では写実の王道を歩む研究団体として強力な
位置を固めるに至った。
　曾

かつ

て白日会に新たな視野を齎
もたら

した野田も個の存在を目指してすで
に袂を分かち、良識派の小島も宿

しゅく

痾
あ

の末に去り、中庸の深澤も突如
殪
たお

れた。
　深澤も日動画廊主催の第八回昭和会賞を受賞するなど華やかな存
在であったが、会の事務所を担当したり、白日会史の編

へん

輯
しゅう

の資料集
めに奔走する中で、創作活動への時間配分を削がれたのは大きなジ
レンマになった事だろう。
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白日会の審査と展示、選抜の方法� 2020年３月

― 審査について ―
●審査委員
審査委員長
常任委員より、会長を中心とした常任委員会により推薦され、
会員総会にて承認された、絵画部と彫刻部それぞれ審査委員
長を１名置く。
特別賞選考委員
内閣総理大臣賞　�選考委員として美術評論家１名に委嘱する。
文部科学大臣賞　�選考委員として美術評論家１〜２名に委嘱

する。
審査員
全ての常任委員は審査員となる。（絵画部・彫刻部）
常任委員会によって優秀な若干名の会員が当年度ごとに選抜
され、会員総会により承認された後、当年度の審査員となる。
（絵画部・彫刻部）

●本会審査会
審査委員長と審査員により構成され（絵画部・彫刻部）、一般
応募作品の審査、会員・準会員・会友の推挙の審査、白日賞、
準会員奨励賞、会友奨励賞、一般佳作賞、富田賞（絵画のみ）
の選定を行う。

●会長を委員長とした選考委員会
会長を中心に主に常任委員により構成され、特別賞他、法人
寄託賞を選定する。他に、地方展作品の選抜、各選抜展の選
抜を行う。

― 一般応募作品の鑑別について ―
本会に展示されるに相応しい作品として、審査に出席した本審
査会の審査委員の内、過半数の賛成と、審査委員長の承認によ
って、入選となる。（絵画部・彫刻部）

― 推挙について ―
本会の会員・準会員・会友に相応しい作品および作家として、
審査に出席した本審査会の審査委員の内、過半数の賛成と、
審査委員長の承認によって推挙される。推挙者は会へ記名料
の納入によって推挙が確定する。（絵画部・彫刻部）
※詳細は定款３章７条

― 賞について ―
特別賞
内閣総理大臣賞
出品作品中、最優秀と認められた作品に対して授与される。
本会が委嘱した美術評論家１名により選定される。美術評論
家：瀧悌三先生

文部科学大臣賞
出品作品中、極めて優秀と認められた作品に対して授与され
る。本会が委嘱した美術評論家１〜２名により選定される。
美術評論家：土方明司先生

損保ジャパン日本興亜美術財団賞
損保ジャパン日本興亜美術財団の「新進美術家を表彰すること
によって、その美術家の発展、ひいては日本美術界の前進のた
めに貢献したい」との趣旨のもと、「将来への期待を担う新進
作家」の発掘のため、主だった美術団体に寄託された賞。会長
を中心とした選考委員会により選定される。（絵画部より１名）

中 沢 弘 光 賞
創立会員中沢弘光先生を記念する賞。文化功労者の年金によ
り基金が創設された。長年にわたり会に貢献した功労者に授
与される。会長を委員長とする選考委員会により選定される。
（絵画部または彫刻部より１名）

富田温一郎賞
創立会員富田温一郎先生を記念する賞。ご遺族よりのご寄付
により基金が創設された。新会員推挙者中、最優秀と認めら
れた作品に対して授与される。会長を委員長とする選考委員
会により選定される。（絵画部より１名）

吉 田 三 郎 賞
創立会員吉田三郎先生を記念する賞。ご遺族よりのご寄付に
より基金が創設された。長年にわたり会に貢献した功労者に
授与される。（彫刻部より１名）

伊 藤 清 永 賞
伊藤清永先生（文化勲章受章）を記念する賞。ご遺族よりの
ご寄付により基金が創設された。出品作品中、優秀と認めら
れた作品で、長年にわたり会に貢献した功労者に授与される。

平　松　譲　賞
平松譲先生を記念する賞。ご遺族よりのご寄付により基金が
創設された。出品作品中、優秀と認められた作品で、長年に
わたり会に貢献した功労者に授与される。

八　咫　烏　賞
当会が会章とする導きの烏である八咫烏の名を冠する敢闘功
労賞。会友推挙時から連続50年在籍した会員・準会員・会友
の全ての者に対し、当会にて長年にわたり研鑽を重ね健闘し、
当会を導き支え続けてきたことを称え、授与される。

会賞
白　　日　　賞
一般入選者と会友の出品作品中、最優秀と認められた作品に
対して授与される。本会審査委員会により選定される。

準会員奨励賞
準会員の出品作品中、極めて優秀と認められた作品に対して
授与される。本会審査委員会により選定される。

会 友 奨 励 賞
会友の出品作品中、極めて優秀と認められた作品に対して授
与される。本会審査委員会により選定される。

一 般 佳 作 賞
一般入選者の作品中、優秀と認められた作品に対して授与さ
れる。本会審査委員会により選定される。（絵画部と彫刻部よ
りそれぞれ若干名。受賞者が若手作家の場合は「新人賞」の
称号が与えられる場合がある）

法人寄託賞
法人名を冠した賞。本会をご後援下さる法人より寄託され、
有望新人に与えられる。
梅田画廊賞・アートもりもと賞・関西画廊賞・大宥美術賞・
美岳画廊賞・オンワードギャラリー賞・ギャラリー大井賞・
瀧川画廊賞・ギャラリーアーク賞（並びは賞開設順）（各賞を
絵画部より１名）

法人寄託賞の選定について
①会長を委員長とした選考委員会により選定される賞。
　美岳画廊賞・ギャラリーアーク賞
②�主に関西地区在住の出品者を対象とし、会長を委員長とし
た選考委員会により選定される賞。

　関西画廊賞・ギャラリー大井賞

③�寄託代表者の推薦にもとづき、会長を委員長とした選考委
員会により選定される賞。
　�梅田画廊賞・アートもりもと賞・大宥美術賞・オンワード
ギャラリー賞・瀧川画廊賞

副賞
法人より寄託され、本会の賞の副賞として与えられる。
　�株式会社クサカベ（白日賞）
　ホルベイン画材株式会社（白日賞）
　�松田油絵具株式会社（会賞のいずれか）
　平澤篤賞（会賞のいずれか・ご遺族のご寄附による副賞）

― 陳列について ―
陳列委員長
常任委員より選出される。会長を中心とした常任委員会によ
り推薦され、会員総会にて承認された陳列委員長１名を置く。
（絵画部・彫刻部）
出品作品の部屋割りは、会長を中心に陳列委員長と常任委員
により行われる。
（本審査会が不適当と認めた作品は本部あずかりとなり、陳列
されない場合がある）
展示配置は、会長を中心に陳列委員長と常任委員の指導のも
と、常任委員と会員による各展示室の主任と、会員・準会
員・会友から構成される展示係により行う。

― 地方展作品の選抜について ―
会長を委員長とした選考委員会が当該年度の本展作品より地
方展作品を選抜する。
名古屋展　�本展より選抜された地方展作品と、本展に展示さ

れた、主に中部支部からの出品者による作品が展
示される。本部指導のもと、中部支部が運営する。

関 西 展　�本展より選抜された地方展作品と、本展に出品さ
れた、主に関西支部からの出品者の作品が展示さ
れる。本部指導のもと、関西支部が運営する。

― 選抜展について ―
三越会員選抜展「英英紅綠」・日本橋三越
常任委員の出品他、会長を委員長とした選考委員会により、
会員から優秀者を選抜する。（公式選抜展）

明日の白日会展・日本橋髙島屋
会長を委員長とした選考委員会により、当年度の本展作品の
若手出品者（原則50歳以下）の内、優秀者を選抜する。（公式
選抜展）

近鉄会員選抜展および白涛会・あべのハルカス近鉄本店
近鉄会員選抜展（隔年）
常任委員の出品他、会長を委員長とした選考委員会により、会
員の優秀者と関西支部会員の優秀者を選抜する。（公式選抜展）

白涛会（隔年）
会長を委員長とした選考委員会により、会員の優秀者と関西
支部会員の優秀者を選抜する。（準公式選抜展）

デッサン展・永井画廊
常任委員の出品他、会長を委員長とした選考委員会により、会
員から優秀者を選抜する。（準公式選抜展）
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特別賞
内閣総理大臣賞 曽　　剣雄 （絵画）愛 知
文部科学大臣賞 福井　欧夏 （絵画）東 京
損保ジャパン日本興亜美術財団賞

吉成　浩昭 （絵画）東 京
中沢弘光賞 五月女政巳 （絵画）栃 木
富田温一郎賞 伊勢田理沙 （絵画）佐 賀
吉田三郎賞 彫刻部開催中止のため授賞者無し

伊藤清永賞 三澤　　忠 （絵画）東 京
平 松 譲 賞 池田　良則 （絵画）京 都

八 咫 烏 賞（特別賞）
推挙回展

沼田　　敏 46回展 （絵画）神奈川
伊藤　紘美 46回展 （彫刻）秋 田

会賞
白　日　賞
（副賞クサカベ賞）

植野　　綾 （絵画）熊 本

白　日　賞
（副賞ホルベイン賞）

川畑　　太 （絵画）奈 良

準会員奨励賞 柴田　　治 （絵画）宮 城
会友奨励賞
（副賞平澤篤賞）

丸山　一夫 （絵画）新 潟

一般佳作賞
（副賞マツダ賞）

畔田　桃子 （絵画）熊 本

一般佳作賞 有川　利郎 （絵画）埼 玉
一般佳作賞 大根田登美子 （絵画）栃 木
一般佳作賞 河野　建作 （絵画）千 葉
一般佳作賞 中村　成代 （絵画）三 重

法人寄託賞
梅田画廊賞 宇田川　格 （絵画）埼 玉
アートもりもと賞 植野　　綾 （絵画）熊 本
関西画廊賞 大沼紘一朗 （絵画）東 京
大宥美術賞 白田　彩乃 （絵画）神奈川
美岳画廊賞 真島　　柊 （絵画）東 京
オンワードギャラリー賞

𠮷住　裕美 （絵画）埼 玉
ギャラリー大井賞 朝日　夏実 （絵画）大 阪
瀧川画廊賞 久保　尚子 （絵画）東 京
ギャラリーアーク賞 佐藤　陽也 （絵画）東 京

第96回白日会展　授賞者第96回白日会展　審査委員
絵画部審査委員長	 中山　忠彦
彫刻部審査委員長	 山本　眞輔
特別審査員	 瀧　　悌三　　土方明司
絵画部
（常任委員）	 有田　　巧　　池田　良則　　石垣　定哉　　伊藤　晴子　　大友　義博　
	 岡田　髙弘　　熊谷　有展　　斎藤　秀夫　　髙梨　芳実　　寺久保文宣　
	 中谷　　晃　　広田　　稔　　丸山　　勉
（会　　員）	 鷺　悦太郎　　曽　　剣雄　　西谷　之男
彫刻部
（常任委員）	 池川　　直　　柴田　良貴　　清家　　悟　　堀内　秀雄　　
（顧　　問）	 峯田　義郎　
（会　　員）	 柏原　花子　　広沢　邦子　　小関　良太
絵画部陳列委員長	 中山　忠彦
彫刻部陳列委員長	 山本　眞輔
※第96回白日会展での彫刻部の開催は、中止となりました。

審査所感
絵画部審査所感
　令和2年（2020）2月、新しい危機の時代の到来とも受け取れる、新型コロナウイルスの上陸が
ありました。2月27日に発表された政府のコロナウイルス感染症対策の基本方針による文化イベン
トの自粛要請を受けた美術館の一斉休館が発表され、会場となる国立新美術館も2月29日から3月
15日まで一般展示は休館となりました。
　白日会は、最終的に美術館から利用不可能との指示を受けるまでは、第96回展開催への準備を
進めていくという方針をとりました（彫刻部は諸事情諸状況から残念ながら開催を見送ることに
なりました）。
　白日会も含め美術公募団体のほとんどは、搬入作業から審査や展示、開催期間中も含め、会員
を中心とした実務で運営されています。当会は、運営業務中はもとより美術館への往来も含め、
出来うる限りの新型コロナウイルス拡散防止に努めるよう対応してきました。

　本年は、一般出品者253名（275点）の出品で、入選者は215名（216点）、会友推挙は57名となり
ました。このような大変厳しい世情の中で、昨年同様の出品搬入数に、審査員一同出品者の熱意
を受けながらの審査となりました。昨年は記念展として「―白日会中興の祖 伊藤清永―」の特別
陳列もあり、落選者90名という大変厳しい結果となりましたが、今回の入選者数の増加は、彫刻
部の展示室を絵画部が使用可能となり展示スペースが増加するという前提もありましたが、何よ
り出品者の熱意が審査側に強く伝わってきたことによるものと感じます。入選者の増加により、
幅広い作風と年齢層を包括する結果となりました。
　推挙者も大変多く出る結果となったのですが、新進の若手作家、長い間入落を重ねて出品を続
けて来られた方、やや当会の傾向と異なる作風だが魅力ある制作をされる方等、幅広い方々を当
会のお仲間として推挙することとなりました。
　これら審査は、出席審査員の内過半数の賛成票と審査委員長の承認により入選や推挙を決定す
る制度であり、公正に行われます（「白日会の審査と展示、選抜の方法」をご参照ください）。ま
た授賞は、審査員の過半数の賛成から賞候補となった作品を審査会場に一堂に並べて、投票挙手
やディスカッションを重ねながら徐々に絞り込み、審査委員長の示唆を得ながら、審査会の総意
としての授賞となるような方法で厳正に決定しています。
　その上で、中山忠彦会長を筆頭に、「見えるものを通して見えないものを描くこととしての写実」
を会是とし、その中でさらに作品の品格や格調の高さを求めていくというのが、白日会絵画部審
査委員会の姿勢です。

　本審査所感を起草しているのは3月11日現在であります。審査を終え第96回展開催に向けて準備
しているところでありますが、今回入選した作品が無事に展示され開催されることを願うばかり
です。

白日会絵画部　常任委員会

3月10日　一般入選審査風景
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●会員推挙
【絵画】
伊勢田理沙	 佐　賀
植山　初枝	 長　崎
大沼紘一朗	 東　京
小川　八行	 埼　玉
柴田　　治	 宮　城
正田みどり	 千　葉
須藤　克明	 岡　山
髙塚　紀江	 静　岡
津絵　太陽	 東　京
平野　文子	 埼　玉
藤原　　光	 岡　山
牧野千佳子	 愛　知
向井　正義	 広　島
山本　正子	 茨　城
吉岡真紀子	 岡　山
吉田　直未	 京　都
吉田　久子	 茨　城

●準会員推挙
【絵画】
浅尾　順子	 東　京
朝日　夏実	 大　阪
植野　　綾	 熊　本
大塚　恒子	 栃　木
沖本　美保	 千　葉
小野　彩華	 神奈川
小野　月世	 東　京
栗原　政幸	 千　葉
黒木　ゆり	 広　島
新藤　則子	 静　岡
高木　　大	 愛　知
田中　　明	 滋　賀
田中　裕子	 千　葉
友清　大介	 東　京
中西　　令	 大　阪
中道　佐江	 京　都
中村富志男	 北海道
西脇　　恵	 京　都
原　　太一	 千　葉
藤井　佳奈	 熊　本
星野　典子	 群　馬
前田　知恵	 千　葉
丸山　一夫	 新　潟
三浦　隼髙	 奈　良
村上　　豊	 兵　庫
森　　真一	 兵　庫
八木　誠一	 静　岡
横山　文代	 北海道
𠮷間　春樹	 千　葉

●会友推挙
【絵画】
相川　佳子	 神奈川
蒼井　利華	 神奈川

畔田　桃子	 熊　本
阿部　申次	 兵　庫
新木　邦秀	 新　潟
有川　利郎	 埼　玉
有竹　敏視	 三　重
井口　和夫	 大　阪
井口　民子	 神奈川
石井　直美	 山　口
伊藤ひとみ	 北海道
稲垣　晴代	 東　京
岩本　将弥	 福　岡
内山　みち	 三　重
大窪ひとみ	 広　島
太田　正弘	 静　岡
大塚　麗子	 愛　知
大根田登美子	 栃　木
帶金　正子	 静　岡
神尾　昌義	 静　岡
亀井　輝男	 愛　知
川畑　　太	 奈　良
木下　至弘	 兵　庫
久保　敦嗣	 埼　玉
河野　建作	 千　葉
五野　成之	 長　野
佐藤真衣子	 東　京
篠田　寛江	 三　重
志村　祥子	 静　岡
妹尾　　均	 岡　山
多賀谷　寛	 宮　崎
長　　和義	 栃　木
出水　　翼	 大　阪
道本　　勝	 和歌山
徳永　　敏	 鹿児島
長尾　圭子	 千　葉
中島あけみ	 東　京
長友　洋子	 宮　崎
中村　成代	 三　重
中山　喜裕	 岡　山
西川　誠一	 熊　本
蜂須賀　仁	 愛　知
平松　　周	 愛　知
福澄　明美	 三　重
星野　清和	 群　馬
真島　　柊	 東　京
的崎　裕子	 岡　山
宮崎　　毅	 愛　知
宮本　典子	 静　岡
毛利由美子	 滋　賀
森重　美香	 鹿児島
山田　素子	 東　京
山本　　周	 大　阪
横川みどり	 愛　知
𠮷田　　明	 静　岡
𠮷田　　恵	 大　阪
吉村　則子	 長　崎

●北海道
　阿部　勝美
　伊藤ひとみ
　島田　光宏
〇吉田　亮子

●青森県
　石田　　徹

●岩手県
　佐々木君江

●山形県
　伊藤　利春
〇小関　清夫
　髙橋　巨志
　マキノロラン
　渡部　慶二

●茨城県
　小沼　竹男
〇菊地　裕一
〇広瀬　純子

●栃木県
　今地　輝武
　岩﨑喜美子
〇大根田登美子
　篠田　久代
　鈴木　悦子
　須田百合子
〇髙橋　主也
　田淵　礼子
　長　　和義
　永澤　洋子
　中島　光江
　古島　淑子
〇本橋　直康
〇柳田　アキ
　山下　保美

●群馬県
　星野　清和

●埼玉県
　有川　利郎
　久保　敦嗣
　小久保　薫
〇篠原　達幸

●和歌山県
　道本　　勝

●岡山県
〇佐藤　嵩幸
　妹尾　　均
　長瀬　佳子
　中山　喜裕
　浜崎　寿子
　的崎　裕子

●広島県
　大窪ひとみ
　久留島透子
〇佐藤　礼子
　中本　健一
　西家　晶子
　本田　彰代

●山口県
　安藤　則子
〇石井　直美
　三浦　　薫

●愛媛県
　弓山　俊一

●福岡県
　岩本　将弥
〇畑田　眞夫
　宮﨑　祐紀

●長崎県
　荒木　恭子
　一瀬千佳子
　江川　和之
　栗山ルリ子
　佐藤　哲子
　さとうようこ
　下田富美子
　竹之内さつき
　吉村　則子

●熊本県
　畔田　桃子
〇荒木　瑠奈
〇尾首　安耶
〇髙木　美里
〇続　理々佳
〇西川　誠一
　西田　佳世
〇藤里　真由
〇枡田真由美
　松村はるか
〇松村　盛仁
〇湯谷　友貴

第96回白日会展　一般入選者
（順不同・○印初入選）

絵画部
応募者数253名　入選者数215名（初入選者数66名）
応募点数275点　入選点数216点（初入選点数67点）

〇清水　潤二
　鈴木伊佐男
　張　　益学
　橋本佐知子
　藤原　公子
　百瀬　太虚

●千葉県
　金田　　茂
〇香焼　直美
　河野　建作
〇佐々木雅道
　徳永　秀之
　長尾　圭子
　的場　好夫
　宮崎　一代
〇無盡　和夫
〇渡部　哲也

●東京都
　浅沼　利信
　稲垣　晴代
〇大西美智子
〇北郷　　響
〇小早川洋子
　佐藤真衣子
　庄　　道子
　鈴木　洋子
　冨岡　常世
　中島あけみ
〇堀　なお子
〇本田　恵子
〇真島　　柊
　増田　　哲
　三谷　泰之
　山田　素子

●神奈川県
　相川　佳子
　蒼井　利華
〇飯野　守夫
　井口　民子
　井出　　昭
　尾本　知子
　見城　康祐
　酒井　邦子
　佐藤　千代
〇疋田　正章
〇前田　靖男

●大分県
〇井尾　和廣
　小野　智子
　熊田　　孝
　藤田　　太
　藤森　好広

●宮崎県
〇坂田　英昭
　多賀谷　寛
　長友　洋子
〇矢野　靖大
　横山　知子
　若松　秀一

●鹿児島県
　徳永　　敏
　濵元ヤロスラヴァ
　森重　美香

〇宮﨑　宗人
　元田　　太
　割石　利子

●新潟県
〇阿部　邦榮
　新木　邦秀

●石川県
　末松　　智

●長野県
〇卯京　華月
〇小山　拓也
　貝原　　豪
　菊池　　威
　五野　成之
〇髙梨　文子
　竹内　明男
〇竹内　翔太
　長谷川　靖
〇南沢　吉子
〇本井　光子

●岐阜県
　玉木　　充

●静岡県
　赤堀　祐子
　岩本　澄子
　太田　正弘
〇大村　利朗
　帶金　正子
　神尾　昌義
〇小泉　　勇
　志村　祥子
　角田　和子
　西ヶ谷千鶴子
〇西澤　敏造
　伴野　正明
　穂積　蓉子
　宮本　典子
〇安本　良雄
　𠮷田　　明
　𠮷田　　清

●愛知県
　大塚　麗子
　加藤康二郎

　亀井　輝男
　神戸美栄子
〇木村　千里
　久野　喜義
　菰田　　智
　辻　　和江
〇蜂須賀　仁
　平井　　貢
　平松　　周
　宮崎　　毅
　横川みどり
〇渡邊　由美

●三重県
　有竹　敏視
〇稲垣　元子
　内山　みち
　篠田　寛江
〇中村　成代
　野田　靖子
　福澄　明美

●滋賀県
　松田　栄治
　毛利由美子
〇山下　晃平

●大阪府
〇井口　和夫
　宇賀　正人
〇梶原　君子
　川俣　　勲
　窪田　紀子
〇越川　陽子
　出水　　翼
〇都志真優奈
〇豊浦　由子
　山神　　敦
　山本　　周
　山本　茂子
　𠮷田　　恵

●兵庫県
　阿部　申次
　出田　茂典
　木下　至弘
　光華みつこ
　今野　雅彦

●奈良県
　石濱阿里紗
〇川畑　　太
〇木内　　宏
〇佃　　正義
　中西　靖記
〇並川　晴光

第96回白日会展　推挙者
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1
2
3
4
5
6
7
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10

11

12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

25
26
27
28
29
30
31
32
33
34

第一室（絵画）
回帰	 △田中　裕子	 千　葉
游魚図	 ◎堀井　　聰	 京　都
蔓草繚乱	 ◎山本　浩之	 三　重
情熱のオアシス	 ◎関口　雅文	 東　京
うたかたの森で	 ◎福井　欧夏	 東　京
庭の休日	 ◎有田　　巧	 東　京
Rena	 ◎髙梨　芳実	 静　岡
梟の棲む庭園	 ◎中谷　　晃	 千　葉
心、遥か	 ◎大友　義博	 東　京
有華とうさことシャボン玉	◎熊谷　有展	 熊　本

Standing Figure 
（feat. IKEUCHI Hiroto）	◎山本　大貴	 東　京

君をのせて	 ○伊勢田理沙	 佐　賀
ブラザーフッド	 ◎亀山　裕昭	 千　葉
風の方向	 　川畑　　太	 奈　良
ネパールの少年修行僧	◎宮下　陽子	 滋　賀
メッセージ192019	 ◎曽　　剣雄	 愛　知
夜のカフェ	 ◎広田　　稔	 神奈川
夜明けの静物	 ◎和田　直樹	 千　葉
─ECHO─まどろみの部屋	◎寺久保文宣	 埼　玉
鏡前	 ◎小関　修一	 栃　木
小夜中の夢・苕月	 　有川　利郎	 埼　玉
勿忘草の道	 ◎岡田　髙弘	 茨　城
みちなるせかい	 △植野　　綾	 熊　本
記憶	 ◎小森　隼人	 奈　良

第二室（絵画）
有松文字書唐子	 ◎牧内　則雄	 愛　知
魂にフリルを見つけたら	 △藤井　佳奈	 熊　本
役目を終えて	 　西川　誠一	 熊　本
Park	 ◎𠮷住　裕美	 埼　玉
正午	 ◎吉成　浩昭	 東　京
木漏れ日	 　大根田登美子	 栃　木
木漏れ日	 ◎長谷川晶子	 千　葉
始まりの予感	 ◎木原　和敏	 広　島
1998.10.4	 　真島　　柊	 東　京
秋時間	 ○向井　正義	 広　島

円卓にバイオリンのある静物	◎土井原崇浩	 高　知
garden ’20	 ◎久保　尚子	 東　京
Classroom in summer	 ◎河野桂一郎	 兵　庫
境界	 ○大沼紘一朗	 東　京
アトリエ─航海への想い	◎三橋　文彦	 青　森
勝間田川の秋	 ◎西谷　之男	 静　岡
満ちる	 ◎松本　貴子	 奈　良
昼のひととき	 ◎白田　彩乃	 神奈川
Private detective	 ◎今井　喬裕	 東　京
フローズンタイム	 ◎鷺　悦太郎	 岩　手
黒い静物	 △丸山　一夫	 新　潟

第三室（絵画）
コンチェルトの風	 ◎山内　大介	 愛　知
43° 18’ 15.1’’ N 122° 37’ 20.8’’ E	○津絵　太陽	 東　京
Meet in the park	 ○柳田也寿志	 長　崎
彼方へ	 △原　　太一	 千　葉
slumber	 △友清　大介	 東　京
楽園	 ◎納　　義純	 神奈川
転調	 ◎長船　善祐	 大　分
秘密	 　佐藤真衣子	 東　京
ほっとしている	 　畔田　桃子	 熊　本
antique	 △栗原　政幸	 千　葉
沈黙するもの	 ◎阿部　良広	 京　都
All my Friends.	 △小野　彩華	 神奈川
今、私たちがすべきこと	○田中　知子	 滋　賀
緋槍	 ○田中　孝知	 京　都
淵	 　久保　敦嗣	 埼　玉
ロマンス	 　濵元ヤロスラヴァ	 鹿児島
Lycoris	 △朝日　夏実	 大　阪
天照す	 ◎佐藤　陽也	 東　京
imagine	 　山本　　周	 大　阪
かえり道	 ◎宇田川　格	 埼　玉
夢のあと	 　的崎　裕子	 岡　山
これからの輝きに	 ◎今利　美咲	 熊　本
扉のある風景	 ○港井　里佳	 千　葉
Ether	 ◎松本　実桜	 神奈川
願い	 　星野　清和	 群　馬
rush hour	 ○永田　和之	 熊　本
月こそ心よ花こそ心よ	◎鏡　　泰裕	 東　京
市場～彩～	 ◎青木　良識	 石　川
序曲	 　岩本　将弥	 福　岡
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目　録
（◎印…会員　○印…準会員
△印…会友　無印…一般入選）

霧に霞む	 ◎果醐季乃子	 東　京
Spiritus	 ◎三箇　大介	 兵　庫
吹く彩のたわむれ	 △西脇　　恵	 京　都
フローラ	 △中道　佐江	 京　都
「面会」	 ◎嶋中　俊文	 東　京

第四室（絵画）
la traviata	 ○三村　　稔	 愛　知
エレベーターの二人	 ◎佐々木　剛	 北海道
心の中の風景	 ◎山本　桂右	 京　都
トスカーナ	 ◎長尾　浩一	 兵　庫
Ｉ氏の旅立ち	 △藤森　直樹	 千　葉
悠久への想い	 ◎池田　　茂	 神奈川

「トレド風景、サン・マルティン橋、サン・
ホワン・デ・ロス・レジェス教会を望む」 	◎津端　　泰	 新　潟

卓上	 ◎安藤　公一	 愛　知
インスタント	 ◎加藤　裕生	 兵　庫
プリマの初恋	 ◎三輪　　修	 愛　知
caldera lake	 ○高橋　和正	 埼　玉
ponte coperto Bassano del Grappa	◎小林　聡一	 神奈川
水曜日の午後	 ○手嶌　かよ	 三　重
遠雷	 　竹内　翔太	 長　野
あるひとりの絵描き	 △小椋　喜公	 大　阪
山の上からの眺め	 　道本　　勝	 和歌山
杖をもつ祖母	 　中山　喜裕	 岡　山

第五室（絵画）
山林早春	 ◎河田　安市	 徳　島
陽だまり	 ◎伊藤　晴子	 東　京
サモワールと	 ◎西川加耶子	 東　京
嘒	 ◎金光　　綠	 東　京
早春のチェスキークルムロフ	 ◎村山きおえ	 愛　知
暖冬2020	 ◎三澤　　忠	 東　京
楽興の時（未完）	 ◎中山　忠彦	 千　葉
岬の礼拝堂	 ◎池田　良則	 京　都
マンドリンを持つ女	 ◎斎藤　秀夫	 東　京
森の光景	 ◎下時治郎秀臣	 徳　島
透明な時間	 △黒木　ゆり	 広　島
秋惜しむ	 ◎佐藤　洋子	 栃　木
青い服の女　　  遺作◎深澤　孝哉	 静　岡
セーヌ河 ポンヌフ  遺作◎深澤　孝哉	 静　岡
リュクサンブール公園（パリ）  遺作◎深澤　孝哉	 静　岡
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教会のある風景Ⅱ（スペイン）  遺作◎深澤　孝哉	 静　岡
ある女の肖像　  遺作◎深澤　孝哉	 静　岡

ある画家の肖像
（エドワルド・ナランホ）   遺作◎深澤　孝哉	 静　岡

マリアンヌ　　  遺作◎深澤　孝哉	 静　岡
薔薇譜　　　　  遺作◎深澤　孝哉	 静　岡
朝光（ヒマール サライⅧ）  遺作◎深澤　孝哉	 静　岡
城跡の見える丘（トルコ）  遺作◎深澤　孝哉	 静　岡

第六室（絵画）
冬どなり	 　内山　みち	 三　重
バレリーナ立像	 ◎草壁　　隆	 愛　知
通り雨（モン・サン・ミシェル）	◎松尾　文隆	 大　阪
花模様のスカート	 ◎阪𦚰　郁子	 京　都
雨の奈良	 ◎山田　博司	 奈　良
呼吸	 ◎熊澤真紀子	 神奈川
飛翔	 ◎阿方　　稔	 東　京
朝の蓮畑	 ◎石垣　定哉	 三　重
朱いパンジャビドレス	◎山田　郁子	 埼　玉
午後の少憩	 　中村　成代	 三　重
憧れのセゴビア	 △浅尾　順子	 東　京
復活の呪文	 ◎鈴木　真治	 埼　玉
花一華	 ◎児玉　健二	 京　都
重ねて巻きつける	 　西家　晶子	 広　島
山の上から	 △前田　知恵	 千　葉
実感	 ○藤原　　光	 岡　山
五月	 　久留島透子	 広　島
黄色いスカーフ	 　長尾　圭子	 千　葉
祈	 　中島あけみ	 東　京
目覚め	 　本田　彰代	 広　島
増毛町2019.9.30	 　増田　　哲	 東　京
いのちあるもの	 　光華みつこ	 兵　庫
春宵	 ◎宇野　孝之	 兵　庫

第七室（絵画）
碧	 ◎志水　和司	 兵　庫
夫妻	 ◎大山　富夫	 埼　玉
銀春2020	 ◎濵本　久雄	 長　野
航海灯のあるコンポジション	 ◎立花　　博	 岡　山
国境を越えて	 ◎杉本　幸江	 神奈川
リスボン・ 6月	 △南　　　建	 東　京
春を待つ日	 ◎根布谷重子	 埼　玉
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雨あがり	 ○吉岡真紀子	 岡　山
舞々	 △松尾　佳昭	 東　京
神威岬の漁場	 　神戸美栄子	 愛　知
Ｈ嬢の肖像	 　豊浦　由子	 大　阪
木漏れ日の先	 　尾本　知子	 神奈川
言葉にできない	 　中本　健一	 広　島
日が射して	 ○住井ますみ	 広　島
primavera	 △ヤダシンタロウ	 埼　玉
優しさを見つめて	 ◎前川ひろこ	 神奈川
人形とジャワ更紗［Ⅴ］	◎立川　和枝	 東　京

第八室（絵画）
雪の戸隠高原	 　竹内　明男	 長　野
曄	 ◎阿辺　　隆	 東　京
明日へ	 △伊佐治多美子	 愛　知
室内静物	 ◎小河美智子	 東　京
熊野	 ◎西村日呂子	 栃　木
待春	 ◎髙橋　洋一	 神奈川
谷間の村、南西フランス	◎飯田　弘子	 東　京
空焼け	 ◎五月女政巳	 栃　木
プロローグ	 △星野　典子	 群　馬
街道に秋の訪れ	 ◎鈴木　文雄	 愛　知
三つの教会、パリ	 ◎神山　晃一	 東　京
優しい時間	 ◎前田惠美子	 愛　知
暖雪（奥日光）	 ◎飯田　和彦	 栃　木
ロカマドゥール	 　浅沼　利信	 東　京
今・阿形	 ◎竹内　　恵	 愛　知
大樹とともに	 ◎北川　直枝	 岡　山
横臥裸婦・背面	 ◎大木　基彰	 大　阪
バラ	 △谷口　友惟	 愛　知
窓辺の音	 　新木　邦秀	 新　潟
’20春　サックスのある室内	○加藤　久子	 岡　山

第九室（絵画）
アッシジの街Ⅱ	 ○城代　成美	 長　崎
窓辺の人	 ◎森本　克彦	 滋　賀
色づく高原	 　柳田　アキ	 栃　木
7月の午後	 　橋本佐知子	 埼　玉
沼原湿原	 　菊地　裕一	 茨　城
室内	 ◎西沢　貴子	 東　京
吉野川光景	 ◎河田　　純	 徳　島
水無月の頃	 ◎時田　治子	 栃　木
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残雪の高原	 ◎梅沢　圭子	 千　葉
タソスの風	 ◎佐山　朋子	 東　京
灯台の見える風景	 ○須藤　克明	 岡　山
香煙	 　疋田　正章	 神奈川
想い出のプラハ	 ◎駒﨑　忠夫	 千　葉
voyage	 ◎大路　　誠	 兵　庫
芳春	 ◎井阪　　仁	 三　重
願い～2020 田平天主堂～	◎江口　武志	 長　崎
雲湧く鳥海山	 　小関　清夫	 山　形
Silent liberty	 　並川　晴光	 奈　良
大空と逞しき女と	 　下田富美子	 長　崎
植物園	 ◎平林　　昇	 神奈川
陽に向いて	 　永澤　洋子	 栃　木

第十室（絵画）
残影Ⅱ	 ◎坂元　忠夫	 大　阪
ダイアローグ	 ◎長坂　　誠	 広　島
器	 ○藤川　弘康	 広　島
再生	 △山﨑　広志	 高　知
時事放談Ⅱ	 ◎德丸　　晃	 宮　崎
ビスク・ドール	 ◎布井　　剛	 東　京
涼風の暮	 ◎江崎　康治	 長　崎
モロッコ・マラケシュのスークⅡ	◎堀山　義孝	 三　重
花のある部屋	 ◎佐々木和子	 兵　庫
明日への想い	 △森　　真一	 兵　庫
森の命（再生）	 ◎松木　康弘	 愛　媛
郷愁	 ○服部としこ	 愛　知
ランプの前で、小樽駅	 ◎塚原　貴之	 北海道
窓辺	 　阿部　申次	 兵　庫
Sevillaの記憶Ⅱ	 ○有川　和子	 東　京
桜島	 ◎堀之薗光一	 鹿児島
瓶とドライフラワー	 ○丸山　孝子	 東　京
S.博士の肖像	 ○上野乃武彌	 奈　良
sounds of winds	 ◎廣瀬　順子	 神奈川
光のうつろい	 　石井　直美	 山　口
りんごのもとにみえしとき	○池内　孝美	 東　京
わだつみの声を聞く	 ◎有藤　富男	 岡　山

第十一室（絵画）
週末の午後	 ○大下　和利	 山　口
十勝幌尻山麓春景	 △中村富志男	 北海道
夏休み	 　貝原　　豪	 長　野 
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さみだれの候	 ○矢部　仁子	 栃　木
あなたを待つ	 　佐藤　礼子	 広　島
千曲川の春	 　野田　靖子	 三　重
裸婦	 △中沢ゆかり	 長　野
清夏	 　大西美智子	 東　京
明日へ	 ○渡辺　幸代	 愛　知
遥か	 ◎田中　利枝	 神奈川
前奏曲	 　一瀬千佳子	 長　崎
そよ風のたわむれ	 △千村さく子	 神奈川
山河春雪	 ◎白坂　信夫	 福　島
雨が止む 雲が立つ	 　藤里　真由	 熊　本

第十三室（絵画）
行　　　　　　　　水△小池　　誠	 長　野
オルチャ渓谷（イタリア）〃◎中川　正博	 三　重
ドレスの女性　　　〃　有竹　敏視	 三　重
ノスタルジア　　　〃　金田　　茂	 千　葉
追憶棚田道　　　　〃○北澤　　浩	 静　岡
関之尾滝（早春）　〃　坂田　英昭	 宮　崎
丸尾滝（盛夏）　　〃　　　〃	
伊根の舟屋　　　　〃◎茂又　好文	 東　京
桜双樹・秋彩　　　〃　北郷　　響	 東　京
巨木巡礼　　　　　版◎國府田仁彌	 茨　城
神霊宿る（千年杉）〃◎近藤　昌徳	 大　分
奈良春暁　　　　　〃◎浦田　周社	 静　岡
麓の秋　　　　　　水　大村　利朗	 静　岡
静寂のオンネトー湖　〃　吉田　亮子	 北海道
小さな旅　　　　　〃　割石　利子	 神奈川
女優Ｙ　　　　　　〃　佐々木雅道	 千　葉
紅葉のプロムナード　〃　穂積　蓉子	 静　岡
たけのこ　　　　　〃△山名　　久	 栃　木
春の兆し　　　　　〃　岩本　澄子	 静　岡
老舗　　　　　　　〃△佐木　義輝	 大　阪

第十四室（絵画）
朝朗けの住吉　　　水△淺井　秀雄	 大　分
ユニークな老舗　　〃　小野　智子	 大　分
雫石川上流　　　　〃　佐々木君江	 岩　手
晩秋の湖畔　　　　〃　安本　良雄	 静　岡
寛いで坐す　　　　〃△鍋田　忠彦	 静　岡
木造廃船　　　　　〃　阿部　勝美	 北海道
夜明け　　　　　　〃△𠮷田　道子	 静　岡
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鬼の記憶	 ◎角坂　優子	 大　阪
葉山の海岸	 ◎沼田　　敏	 神奈川
L’oiseau bleu	 △𠮷間　春樹	 千　葉
水温む頃	 ◎伊藤　和義	 愛　知
プラハ城へ渡る	 ◎三浦　忠誠	 愛　知
春光	 ○渡辺　良子	 栃　木
Yuko	 ◎金沢　湧洙	 大　阪
恵山	 ○古澤　新司	 愛　知
古いバイクエンジン	 ◎河野健一郎	 鹿児島
漁港	 ◎草野　好夫	 茨　城
二月の或る日…	 ○髙井　昌子	 岐　阜
追憶の調べ	 ◎川野　昌子	 東　京
室内（春の気配）	 ◎日吉　　充	 埼　玉
思春記	 ○髙橋美千子	 長　崎
初夏・小樽	 △横山　文代	 北海道
秩父降雪	 ◎乙黒　　久	 埼　玉
静嘉	 　南沢　吉子	 長　野
静謐	 ○酒井　惠子	 千　葉
メロディー（Pastorale）	　出田　茂典	 兵　庫
遠い夢	 △中村キミ子	 宮　崎
メヌエット	 ○正田みどり	 千　葉
なの花公園（長野県）	◎山下百合子	 三　重

第十二室（絵画）
春の訪れ	 ◎佐藤　徹子	 長　崎
陽光	 △川畑　昭子	 宮　崎
薔薇と香水瓶	 ◎中村　幸枝	 山　口
イルドフランス、水辺	 ○太田　貞成	 神奈川
花のサッシュ	 ◎山下あゆ美	 神奈川
冬の雑木林	 ◎中矢　勝善	 北海道
希望	 ○山本　正子	 茨　城
アンブレラ　スカイ	 　稲垣　元子	 三　重
林道好日	 △高木　　大	 愛　知
雨の晴れ間に	 ◎口澤　　弘	 千　葉
午後のひととき	 　井尾　和廣	 大　分
月山─秋の大地	 ◎髙村喜美子	 神奈川
渓流	 ◎伊藤　聡明	 山　梨
此処に在る	 △渡邉奈保子	 滋　賀
BOXの詩	 ◎有川　義明	 神奈川
決戦の刻	 　石田　　徹	 青　森
やすらぎの里	 ○志村　幸男	 神奈川
思い出と共にⅡ	 　山下　保美	 栃　木
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335
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338
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渓谷の岩　　　　　水○小川　雅史	 岡　山
22歳の夏　　　　　〃　木村　千里	 愛　知
海へ来なさい　　　〃　井出　　昭	 神奈川
凛・麗・優　　　　〃　宮崎　　毅	 愛　知
安土城へ　　　　　〃◎安田　和子	 大　阪
春を待つ　　　　　〃○植村　　曠	 奈　良
花と語らう　　　　〃◎朝比奈陽子	 静　岡
人形と用心棒　　　〃△松田喜美子	 静　岡
野鳥の森　秋声　　〃○乾　　房子	 静　岡
MARIA　　　　　〃　毛利由美子	 滋　賀
漁港閑日　　　　　〃○石川　正人	 茨　城
早島／桜　　　　　〃◎椿　　　苑	 岡　山
ならい　　　　　　〃○古根　益雄	 茨　城
麦秋　　　　　　　〃○関口　健司	 埼　玉

第十五室（絵画）
三月の雪景　　　　水○堂畑　時雄	 北海道
足久保川の土手から　〃△新藤　則子	 静　岡
いつか　　　　　　〃○狩野　広美	 静　岡
樹木（プラタナス）〃○林原　郁子	 神奈川
夕暮れ　　　　　　〃◎外園　雅美	 大　分
白百合のある部屋　〃○大原永津子	 静　岡
冬田待春　　　　　〃○鈴木　陽子	 千　葉
浮きドック　　　　〃　井口　和夫	 大　阪
しなやかな予感　　〃　稲垣　晴代	 東　京
山里の晩秋　　　　〃○髙松　遙子	 静　岡
踏切前のモータース　〃△千葉　恭士	 静　岡
仙人池残雪　　　　〃○小出　義久	 長　野
湖畔の里　　　　　〃△三浦　隼髙	 奈　良
いすみの自然　　　〃○小髙　悦子	 千　葉
谷川晩夏　　　　　〃◎石垣　　弘	 静　岡
好日　　　　　　　〃　宮本　典子	 静　岡
京都大原風景　　　〃◎菅野　宗武	 茨　城
牧場の斑雪　　　　〃◎石井　　勤	 茨　城
山里の秋　　　　　〃◎望月　俊子	 静　岡

第十六室（絵画）
春を待つ里　　　　水◎御法川　滋	 千　葉
雪おんな　　　　　〃◎徳田　明子	 東　京
校景　　　　　　　〃◎折田　　透	 大　阪
冬の陽　　　　　　〃　河野　建作	 千　葉
夏の雨　　　　　　〃△村上　　豊	 兵　庫
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341
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清Ⅱ　　　　　　　水◎山田　猛夫	 静　岡
薄日　　　　　　　〃◎青島紀三雄	 静　岡
天気雨　　　　　　〃△小野　月世	 東　京
枯れ蓮など、室内　〃◎南城由起子	 静　岡
ニューヨーク　セントラルパークの眺望 〃○瀬戸口敏明	 鹿児島
冬の漁港　　　　　〃◎小堀　清純	 北海道

犬、猫、村人、そして
恋人たちのラプソディー〃◎金森　まり	 東　京

雨あがりの水面に　〃○柴田　　治	 宮　城
モーゼル川の城　　〃◎白井　秀夫	 埼　玉
門　　　　　　　　〃◎𠮷田　逸男	 奈　良
池畔待春Ⅱ　　　　〃◎石本　敬子	 静　岡
古池のあじさい　　〃○髙塚　紀江	 静　岡
緑風　　　　　　　〃◎牧野　明美	 静　岡
cafe 2020　　　　　〃◎山﨑　幹雄	 栃　木

第十七室（絵画）
真南風潮風	 ◎黒明　宗太	 岡　山
紅衣	 △中西　　令	 大　阪
赤い果実と首飾り	 　木下　至弘	 兵　庫
あじさいのあるへや	 　角田　和子	 静　岡
Freesia	 　井口　民子	 神奈川
南瓜のある静物	 ◎宮﨑　郁夫	 埼　玉
伏し目の似合う人	 　小山　拓也	 長　野
やすらぎのひととき	 ○植山　初枝	 長　崎
対馬晩夏	 ○松﨑　善幸	 長　崎
女性裸像	 △神山　　健	 東　京
Twilight	 ◎川口もと子	 熊　本
カサブランカの想い出	 ◎齋藤　一郎	 宮　城
彼方此方	 　佐藤　嵩幸	 岡　山
バイオリニスト	 △八木　誠一	 静　岡
南の風	 ◎塩屋　信敏	 鹿児島
パンと果物のある静物	 　冨岡　常世	 東　京
黒のワンピース	 　神尾　昌義	 静　岡
小憩	 ○長澤　和子	 埼　玉
不忍	 △久芳　三平	 岡　山

第十八室（絵画）
祈り	 ◎永浜　佳子	 千　葉
茜色	 △西田味重子	 兵　庫
ヴェネチア追想	 ○岡田　忠司	 山　口
草木繁る	 △植村　千尋	 三　重
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発表会の夜	 △服部　知子	 愛　知
メキシカングラスと春の花 	 ◎笹岡　弓子	 東　京
トスカーナ緑風	 ◎鈴木　正子	 神奈川
東風	 ◎稲葉　瑞穂	 静　岡
南アルプスの郷・陽春	 ◎奥村　　憲	 長　野
花	 ◎中村　泰子	 愛　知
春を待つ	 　相川　佳子	 神奈川
奥入瀬秋景	 ◎石井　　博	 栃　木
想・Ⅰ─帰り路	 ○加治屋節子	 鹿児島
閑	 ◎野口　福己	 大　分
里山慈光	 ◎佐藤　利宗	 長　崎
ピアノの響き	 ◎植田　愛子	 静　岡
赤いかびんの静物	 ◎後藤　俊子	 北海道
朽ちゆく山里	 ○小松原　壽	 岡　山
坂本さん	 ○工藤　孝城	 大　分
紅葉の水辺（龍王ヶ淵・奈良）	 ○尾崎　浩美	 京　都

第十九室（絵画）
とびら（長崎出島）	 　さとうようこ	 長　崎
花園	 ◎城田　美子	 神奈川
ネコのいる部屋で	 △久保　君代	 大　阪
立秋のころ	 △佐伯美穗子	 大　分
風のささやき	 　百瀬　太虚	 埼　玉
花摘み	 ◎須藤　赫子	 東　京
無音（三池炭坑）	 　横山　知子	 宮　崎
卓上の花	 ◎岡田三枝子	 埼　玉
Concerto ’20	 △片岡　恵子	 岡　山
小さなバレリーナ	 △吉岡　和恵	 神奈川
はくせいのある静物	 ◎石倉　　豊	 三　重
秋	 ◎亀井　禎子	 神奈川
日焼け	 　見城　康祐	 神奈川
ある日	 ◎矢田　智子	 神奈川
鬼怒川	 ○斎藤　靖彦	 栃　木
古城の追憶	 ◎浜口　大蔵	 三　重
冨士	 ◎池畠　　昇	 鹿児島
想	 　荒木　恭子	 長　崎
下夕田池　紅葉	 　的場　好夫	 千　葉
2020 The World	 △小池　惠子	 埼　玉
捕鯨船	 ○小林　章人	 山　口
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第二十室（絵画）
希求の対価─星に願いを─	 　徳永　秀之	 千　葉
幻の海	 ○大平　嘉和	 神奈川
untitled	 　平井　　貢	 愛　知
母なる大樹	 △松村真理子	 埼　玉
「Ghost」	 △田中　　明	 滋　賀
『片隅』	 △沈　　堅毅	 東　京
ねころぶさえ	 ◎島﨑　英子	 埼　玉
アッシジ遠望	 △岩村　良之	 長　崎
夢の世界	 ◎田中　絵美	 東　京
Composition・Santorini	 △児島慎太郎	 岡　山
ホリディー	 ○広井　教子	 神奈川
花見	 　菰田　　智	 愛　知
夢舞台	 　松田　栄治	 滋　賀
神在月　出雲	 ○和田　幹雄	 山　口
純真	 △船田　昌宏	 栃　木
五風十雨	 　山本　茂子	 大　阪
設楽山河	 　亀井　輝男	 愛　知
長月	 ◎野澤　　剛	 栃　木
冬の螢	 　卯京　華月	 長　野
11月の散歩道	 　元田　　太	 神奈川
卒業	 　湯谷　友貴	 熊　本
Never	 　栗山ルリ子	 長　崎
天つ日の響き	 　マキノロラン	 山　形
市の夜「宮毘羅が福づくり」	 ○小川　八行	 埼　玉
黄昏	 　山下　晃平	 滋　賀
いばら姫	 ◎神田　哲雄	 埼　玉
京都に乾杯	 　髙橋　巨志	 山　形
青勝の風景	 　松村はるか	 熊　本
時の集積	 △小林　克敏	 愛　知
Baptism of time	 △中村　彰吾	 大　阪
お前との思い出はオモチャ箱に	 　続　理々佳	 熊　本
こんなときになんやけど	 　多賀谷　寛	 宮　崎
解放	 ◎上木原堅一	 鹿児島
白昼夢	 　宮﨑　宗人	 神奈川
絵理香、出立。	 　渡邊　由美	 愛　知
Oh! my parents!!	 　尾首　安耶	 熊　本
ヴェネチアの黄昏	 ◎大場　三男	 愛　知
棘	 ◎佐藤　孝洋	 岡　山
家族の肖像	 ◎岡﨑　昭弘	 滋　賀
阿弥陀ヶ滝	 △住田　翔太	 愛　知
ハルノウミ	 ◎山木　　章	 千　葉
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40	 　加藤康二郎	 愛　知
ほまちゃん椿の参道へ乗り入れる	△佐竹　　茂	 高　知

第二十一室（絵画）
秋の思い出	 ○牧野千佳子	 愛　知
祭りの日	 ◎久恒　廣義	 東　京
壷のある静物	 △佐伯　弘子	 千　葉
図版に学ぶ	 △大塚　恒子	 栃　木
最上川眺望	 ○長谷川英雄	 福　島
窓	 　浜崎　寿子	 岡　山
静かな時の流れ	 ◎横山　　修	 埼　玉
紅茶とみさと	 　徳永　　敏	 鹿児島
深秋の山湖	 ◎藤原　修身	 山　梨
緑の打掛け	 ◎奥田　利勝	 岡　山
古布の額と	 △観音堂満代	 茨　城
小憩	 ◎細野　篤子	 三　重
緑映神秘（三淵渓谷）	○沖津　信也	 山　形
rouge allure	 　横川みどり	 愛　知
小憩	 ○政木久美子	 千　葉
八ヶ岳高原の春（清里清泉寮）	△三井　敏之	 東　京
プリンシパル	 　香焼　直美	 千　葉
白夜	 △恵土　孝一	 愛　知
雪化粧	 ◎髙栁　剛士	 長　野
Duygu嬢	 ○吉田　直未	 京　都
室内楽	 ◎寺倉　良明	 三　重
芳春院まつ	 　末松　　智	 石　川

第二十二室（絵画）
白馬山麓の秋	 　髙梨　文子	 長　野
奏でる	 　大塚　麗子	 愛　知
卓上の花	 △沖本　美保	 千　葉
那須連山の響き	 ◎山根　　隆	 栃　木
幸せな日々	 ○重松喜代子	 東　京
桜島	 ◎卜部　正行	 広　島
窓辺の風景	 ◎島口　和子	 栃　木
律の風	 ○平野　文子	 埼　玉
煌めく花と輝く果実	 ◎沖津　達也	 山　形
天使の旋律に寄せて	 　江川　和之	 長　崎
Prelude （前奏曲）	 △阿部　充子	 神奈川
お祝いの朝	 　山田　素子	 東　京
早春	 ○吉田　久子	 茨　城
春を待つ化粧柳と穂高連峰	◎兼川　良子	 茨　城

紅衣	 ◎朝日　洋子	 愛　知
城跡の街	 ○金野　圭助	 神奈川
青い衣の女	 　前田　靖男	 神奈川
春興	 △山河美智郎	 鹿児島
小春日和	 　長友　洋子	 宮　崎
Family	 　松村　盛仁	 熊　本
希望	 △岸浦　有希	 埼　玉
樹間の輝き	 ◎久保　五三	 福　島

第二十三室（絵画）
もうすぐ会える	 　窪田　紀子	 大　阪
待春の山里	 ○榊原　武二	 栃　木
春の足音	 　本田　恵子	 東　京
葡萄色の着衣	 　木内　　宏	 奈　良
雪どけ・八海山	 ○伊藤　健二	 千　葉
大門	 ◎谷口　　明	 大　阪
夕映え	 　安藤　則子	 山　口
秋色の倉庫	 ◎小池里津子	 栃　木
緑陽	 ◎堀　　博喜	 愛　知
白馬三山と大出のつり橋	 　辻　　和江	 愛　知
ルン	 ○鎌谷　卓之	 大　阪
昼下がり	 ○岸野　　昭	 神奈川
ROMANCE	 　都志真優奈	 大　阪
薫華	 ○中川　道子	 埼　玉
街中の灯台	 ◎金井　良勝	 兵　庫
婦人像─１	 △小林　辰平	 東　京
天空の棚田	 　五野　成之	 長　野
釣果	 　妹尾　　均	 岡　山
晩秋	 　長　　和義	 栃　木
Quiet days	 ○馬場　　圓	 大　阪
ある夏の日に	 ◎倉橋　光江	 東　京
銅山残映	 △高橋千恵子	 栃　木

第二十四室（絵画）
麦畑陽光	 　髙橋　主也	 栃　木
流木のある静物	 　鈴木　悦子	 栃　木
白い風	 　藤田　　太	 大　分
夏の湖畔	 　篠原　達幸	 埼　玉
歓喜の棚田	 ◎伊藤　源吾	 三　重
針槐の芽吹くとき	 ◎亀ヶ谷公代	 神奈川
バイオリン・ソロ	 △風間　敏明	 山　梨
秋映	 　福澄　明美	 三　重
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帰港	 △梅田　和洋	 熊　本
赤岳残雪	 　川俣　　勲	 大　阪
むすめ	 ○大橋　良子	 千　葉
春のフラワースタンド	△川越　　誠	 東　京
山路	 △芦田　宏平	 兵　庫
海に還る夢	 　出水　　翼	 大　阪
姉妹	 ◎山下　光子	 千　葉
旅のひととき	 ○山田　　潔	 静　岡
風光る	 ○熊野　サチ	 神奈川
石橋	 　若松　秀一	 宮　崎
紅色に燃ゆ	 　篠田　寛江	 三　重
「Reiwa」夢をのせて	　酒井　邦子	 神奈川

第二十五室（絵画）
親爺の記憶	 　鈴木伊佐男	 埼　玉
湖畔の集落	 △西川　澄男	 愛　知
雪晴れ	 　本橋　直康	 栃　木
シントラ白昼夢	 　久野　喜義	 愛　知
響	 　蜂須賀　仁	 愛　知
浜木綿の咲く岬	 ○菊地　敏廣	 愛　知
オルゴールの調べを聞きながら	 　太田　正弘	 静　岡
川べりの家	 　宇賀　正人	 大　阪
春の兆し	 　熊田　　孝	 大　分
晩夏のぶな森	 　佐藤　千代	 神奈川
漂流Ⅱ	 ◎山田　幸司	 静　岡
せせらぎ	 　古島　淑子	 栃　木
セルリアンな人	 ○柴田　幸子	 兵　庫
秋めく	 △秋葉　君江	 栃　木
春憂	 　竹之内さつき	 長　崎
北アルプスを望む	 ○大塚　節夫	 静　岡
風のない日	 　張　　益学	 埼　玉
夕なずむ頃	 ◎別府　威德	 鹿児島
払暁	 　今野　雅彦	 兵　庫
戦場ケ原の初夏	 △篠﨑　好子	 栃　木

第二十六室（絵画）
遥翔	 ◎野尻　一雄	 栃　木
窓辺	 ◎田村　容子	 茨　城
小野川河岸	 　小沼　竹男	 茨　城
春よこい	 　渡部　慶二	 山　形
故郷の朝	 ○淺井　　敏	 愛　知
Vanitas／８月３日	 　𠮷田　　恵	 大　阪
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道の向こう	 　大窪ひとみ	 広　島
埠頭R2	 　藤森　好広	 大　分
鳥形壺の有る静物	 △江田　康夫	 岡　山
古道薫風	 　長谷川　靖	 長　野
彼方	 ○コルドバッチェ・マンスール	 東　京
アトリエにて	 △村重　　昭	 大　阪
収穫	 　岩﨑喜美子	 栃　木
おしゃれなＭさん	 ○須藤百合子	 栃　木
駝鳥	 　吉村　則子	 長　崎
里の秋	 　今地　輝武	 栃　木

橋の上から見える村
（フランス　ロット川） 	　越川　陽子	 大　阪

涼渓	 △海老沼　清	 栃　木
夏の想い出	 　田淵　礼子	 栃　木

第二十七室（絵画）
朝のきらめき	 ○栗原　公江	 栃　木
浦澤城石垣	 　阿部　邦榮	 新　潟
5月の空	 　三浦　　薫	 山　口
ひとりの時間	 　玉木　　充	 岐　阜
戸隠の大樹	 △山口　和子	 愛　知
MKさん	 △左海　和人	 奈　良
刻	 ◎相澤　裕一	 山　形
塊─ラ・マンチャの巨人	 ○鎌田　博子	 鹿児島
切株	 △犬童　征士	 熊　本
鶏頭が染まる頃	 　髙木　美里	 熊　本
岡本梅林公園	 △児玉えり子	 兵　庫
北郷のダム	 ○松村　仁一	 栃　木
水辺の木立	 △足立　良子	 栃　木
待春	 ◎髙須　雅治	 愛　知
初冬の山里	 　飯野　守夫	 神奈川
千の光	 　森重　美香	 鹿児島
水辺の雨上り	 △渡邊　裕榮	 長　崎
猫のいる部屋	 　藤原　公子	 埼　玉
夏の街	 　小久保　薫	 埼　玉
伊勢の夕雅	 ◎千種　弘章	 三　重
季節の鼓動	 　庄　　道子	 東　京
窓辺	 　鈴木　洋子	 東　京

第二十八室（絵画）
菟田野の秋祭り	 　中西　靖記	 奈　良
磐梯山の紅葉	 △若菜　栄一	 栃　木

苔むす森	 　三谷　泰之	 東　京
七五三	 ○安藤千枝子	 愛　知

シスターの庭（ブルージュ・
ベギン会修道院） 	○沼尻　康之	 神奈川

旅先・五月	 ◎白井　潤子	 静　岡
めざめ	 △大泉　雄一	 愛　知
ドブロヴニクの休日	 ◎伊藤　　隆	 愛　知
待春	 ◎藤井　紀子	 静　岡
台所の朝	 　須田百合子	 栃　木
森	 　宮崎　一代	 千　葉
未来へ’20	 ○縄稚　誠基	 広　島
リンゴ咲くたかやしろ	 △山本　　茂	 長　野
千年の樹	 　広瀬　純子	 茨　城
先を見据えて	 　伊藤　利春	 山　形
緑がざわつく	 　本井　光子	 長　野
希望	 　佐藤　哲子	 長　崎
済度温容	 ○荻野　保子	 東　京
妙高山仰望	 　菊池　　威	 長　野
湧水の池	 　篠田　久代	 栃　木
夕暮の京都	 　梶原　君子	 大　阪
上条集落　集会所	 　𠮷田　　明	 静　岡

第二十九室（絵画）
晩秋の湖岸　　　　水　伴野　正明	 静　岡
陽、落ちて一層香しく　〃　蒼井　利華	 神奈川
八月の公園　　　　〃　赤堀　祐子	 静　岡
静かなる休日　　　〃　伊藤ひとみ	 北海道
爽秋の池畔　　　　〃△蛭町やい子	 栃　木
あけびの熟れる頃　〃　志村　祥子	 静　岡

Tomorrow is another day. 
（陽はまた昇る） 　〃△宮城　千春	 東　京

森の調べ　　　　　〃　西澤　敏造	 静　岡
歳月　　　　　　　〃　帶金　正子	 静　岡
静かなる風景　　　〃　西ヶ谷千鶴子	 静　岡
遊水池秋彩　　　　〃△佐藤みち子	 静　岡
聖ニコラス教会（ゲント）  〃　島田　光宏	 北海道
愛しき人形たち　　〃　中島　光江	 栃　木
小春日和　　　　　〃　堀　なお子	 東　京
夕日に映える南仏の村　〃　小泉　　勇	 静　岡
富士残照　　　　　〃　𠮷田　　清	 静　岡
春のアリア　　　　〃　小早川洋子	 東　京
砂漠でひと休み　　〃◎堀　百合子	 大　阪

森を抜けて、暖か　水○小林　久代	 静　岡
Aiuto Ⅱ　　　　　〃　渡部　哲也	 千　葉
解体現場　　　　　〃　佃　　正義	 奈　良

第三十室（絵画）
azure	 　石濱阿里紗	 奈　良
女子バスケ部Ｍ・Ｋ	 △宮澤　篤志	 千　葉
灰	 　山神　　敦	 大　阪
台湾色彩　寒單爺們	 ○曽　　郁文	 台　湾
赤レンガの教会	 　枡田真由美	 熊　本
マラカスで遊ぼう	 △玉利　紀子	 長　崎
鏡を見る女性	 　無盡　和夫	 千　葉
那智の滝	 ○鈴木　康子	 和歌山
Freedom	 　荒木　瑠奈	 熊　本
余韻	 　平松　　周	 愛　知
ノウゼンカズラの咲くところ	○杉若　秋津	 愛　知
睡蓮	 ○五島　秀昭	 熊　本
春吉眼鏡橋	 　畑田　眞夫	 福　岡
紅	 　清水　潤二	 埼　玉
赤い立像	 ◎三原　準二	 愛　媛
境内	 ◎飯田イツ子	 千　葉
下層通過	 　矢野　靖大	 宮　崎
春を待つ	 　長瀬　佳子	 岡　山
凛として咲く	 ○栄岩　伸治	 長　崎
響きあり	 　西田　佳世	 熊　本
Brass	 ◎寺田　　真	 埼　玉
あなたの笑顔を閉じこめて	 　宮﨑　祐紀	 福　岡
霜月の候、絢子	 　弓山　俊一	 愛　媛
午後のアトリエ	 ◎西永　昇平	 長　崎

会　員 絵画部 238名 238点
準会員 絵画部 105名 105点
会　友 絵画部 102名 102点
遺　作 絵画部 1名 10点
一　般 絵画部 215名 216点
総陳列点数　671点（絵画部　671点）
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早見表
（◎印…会員　○印…準会員　△印…会友　無印…一般入選）

◎井阪　　仁 三 重 9
△伊佐治多美子 愛 知 8
石井　直美 山 口 10

◎石井　　勤 茨 城 15
◎石井　　博 栃 木 18
◎石垣　定哉 三 重 6
◎石垣　　弘 静 岡 15
○石川　正人 茨 城 14
◎石倉　　豊 三 重 19
石田　　徹 青 森 12
石濱阿里紗 奈 良 30

◎石本　敬子 静 岡 16
出田　茂典 兵 庫 11

○伊勢田理沙 佐 賀 1
一瀬千佳子 長 崎 12
井出　　昭 神奈川 14
伊藤　利春 山 形 28

◎伊藤　和義 愛 知 11
◎伊藤　源吾 三 重 24
○伊藤　健二 千 葉 23
◎伊藤　聡明 山 梨 12
◎伊藤　　隆 愛 知 28
◎伊藤　晴子 東 京 5
伊藤ひとみ 北海道 29
稲垣　元子 三 重 12
稲垣　晴代 東 京 15

◎稲葉　瑞穂 静 岡 18
○乾　　房子 静 岡 14
◎今井　喬裕 東 京 2
今地　輝武 栃 木 26

◎今利　美咲 熊 本 3
岩﨑喜美子 栃 木 26

△岩村　良之 長 崎 20
岩本　澄子 静 岡 13
岩本　将弥 福 岡 3

△犬童　征士 熊 本 27
ウ◎植田　愛子 静 岡 18
△植野　　綾 熊 本 1
○上野乃武彌 奈 良 10
△植村　千尋 三 重 18
○植村　　曠 奈 良 14
○植山　初枝 長 崎 17
宇賀　正人 大 阪 25
卯京　華月 長 野 20

◎宇田川　格 埼 玉 3
内山　みち 三 重 6

◎宇野　孝之 兵 庫 6
◎梅沢　圭子 千 葉 9

絵画部
ア 相川　佳子 神奈川 18
◎相澤　裕一 山 形 27
蒼井　利華 神奈川 29

◎青木　良識 石 川 3
◎青島紀三雄 静 岡 16
◎阿方　　稔 東 京 6
赤堀　祐子 静 岡 29

△秋葉　君江 栃 木 25
△淺井　秀雄 大 分 14
○淺井　　敏 愛 知 26
△浅尾　順子 東 京 6
浅沼　利信 東 京 8

△朝日　夏実 大 阪 3
◎朝比奈陽子 静 岡 14
◎朝日　洋子 愛 知 22
△芦田　宏平 兵 庫 24
畔田　桃子 熊 本 3

△足立　良子 栃 木 27
阿部　邦榮 新 潟 27
阿部　勝美 北海道 14
阿部　申次 兵 庫 10

◎阿辺　　隆 東 京 8
△阿部　充子 神奈川 22
◎阿部　良広 京 都 3
荒木　恭子 長 崎 19
荒木　瑠奈 熊 本 30
新木　邦秀 新 潟 8

○有川　和子 東 京 10
◎有川　義明 神奈川 12
有川　利郎 埼 玉 1
有竹　敏視 三 重 13

◎有 田 　 巧 東 京 1
◎有藤　富男 岡 山 10
安藤　則子 山 口 23

◎安藤　公一 愛 知 4
○安藤千枝子 愛 知 28

イ◎飯田イツ子 千 葉 30
◎飯田　和彦 栃 木 8
◎飯田　弘子 東 京 8
飯野　守夫 神奈川 27
井尾　和廣 大 分 12
井口　和夫 大 阪 15
井口　民子 神奈川 17

○池内　孝美 東 京 10
◎池田　　茂 神奈川 4
◎池田　良則 京 都 5
◎池畠　　昇 鹿児島 19

△梅田　和洋 熊 本 24
◎浦田　周社 静 岡 13
◎卜部　正行 広 島 22

エ 江川　和之 長 崎 22
◎江口　武志 長 崎 9
◎江崎　康治 長 崎 10
△江田　康夫 岡 山 26
△恵土　孝一 愛 知 21
△海老沼　清 栃 木 26

オ△大泉　雄一 愛 知 28
◎大木　基彰 大 阪 8
大窪ひとみ 広 島 26

○大下　和利 山 口 11
◎大路　　誠 兵 庫 9
太田　正弘 静 岡 25

○太田　貞成 神奈川 12
△大塚　恒子 栃 木 21
大塚　麗子 愛 知 22

○大塚　節夫 静 岡 25
◎大友　義博 東 京 1
大西美智子 東 京 12

○大沼紘一朗 東 京 2
大根田登美子 栃 木 2

◎大場　三男 愛 知 20
○大橋　良子 千 葉 24
○大原永津子 静 岡 15
○大平　嘉和 神奈川 20
大村　利朗 静 岡 13

◎大山　富夫 埼 玉 7
◎岡﨑　昭弘 滋 賀 20
◎岡田　髙弘 茨 城 1
○岡田　忠司 山 口 18
◎岡田三枝子 埼 玉 19
○小川　雅史 岡 山 14
◎小河美智子 東 京 8
○小川　八行 埼 玉 20
○沖津　信也 山 形 21
◎沖津　達也 山 形 22
○荻野　保子 東 京 28
△沖本　美保 千 葉 22
◎奥田　利勝 岡 山 21
尾首　安耶 熊 本 20

◎奥村　　憲 長 野 18
△小椋　喜公 大 阪 4
○尾崎　浩美 京 都 18
◎長船　善祐 大 分 3
◎納　　義純 神奈川 3
○小髙　悦子 千 葉 15
◎乙黒　　久 埼 玉 11
小沼　竹男 茨 城 20
小野　智子 大 分 14

△小野　彩華 神奈川 3
△小野　月世 東 京 16

帶金　正子 静 岡 29
尾本　知子 神奈川 7

◎折田　　透 大 阪 16
カ 貝原　　豪 長 野 11
◎鏡　　泰裕 東 京 3
◎角坂　優子 大 阪 11
◎果醐季乃子 東 京 3
△風間　敏明 山 梨 24
○加治屋節子 鹿児島 18
梶原　君子 大 阪 28

△片岡　恵子 岡 山 19
加藤康二郎 愛 知 20

○加藤　久子 岡 山 8
◎加藤　裕生 兵 庫 4
◎金井　良勝 兵 庫 23
◎金沢　湧洙 大 阪 11
◎金森　まり 東 京 16
◎兼川　良子 茨 城 22
金田　　茂 千 葉 13

◎金光　　綠 東 京 5
○狩野　広美 静 岡 15
○鎌谷　卓之 大 阪 23
○鎌田　博子 鹿児島 27
神尾　昌義 静 岡 17

◎上木原堅一 鹿児島 20
△神山　　健 東 京 17
◎神山　晃一 東 京 8
亀井　輝男 愛 知 20

◎亀井　禎子 神奈川 19
◎亀ヶ谷公代 神奈川 24
◎亀山　裕昭 千 葉 1
◎川口もと子 熊 本 17
△川越　　誠 東 京 24
◎河田　　純 徳 島 9
◎河田　安市 徳 島 5
◎川野　昌子 東 京 11
△川畑　昭子 宮 崎 12
川畑　　太 奈 良 1
川俣　　勲 大 阪 24

◎神田　哲雄 埼 玉 20
△観音堂満代 茨 城 21
神戸美栄子 愛 知 7

キ 木内　　宏 奈 良 23
菊池　　威 長 野 28

○菊地　敏廣 愛 知 25
菊地　裕一 茨 城 9

△岸浦　有希 埼 玉 22
○岸野　　昭 神奈川 23
◎北川　直枝 岡 山 8
北郷　　響 東 京 13

○北澤　　浩 静 岡 13
木下　至弘 兵 庫 17

◎木原　和敏 広 島 2

木村　千里 愛 知 14
ク◎草壁　　隆 愛 知 6
◎草野　好夫 茨 城 11
◎口澤　　弘 千 葉 12
○工藤　孝城 大 分 18
久野　喜義 愛 知 25

△久芳　三平 岡 山 17
久保　敦嗣 埼 玉 3

△久保　君代 大 阪 19
◎久保　五三 福 島 22
窪田　紀子 大 阪 23

◎久保　尚子 東 京 2
◎熊谷　有展 熊 本 1
◎熊澤真紀子 神奈川 6
熊田　　孝 大 分 25

○熊野　サチ 神奈川 24
◎倉橋　光江 東 京 23
○栗原　公江 栃 木 27
△栗原　政幸 千 葉 3
栗山ルリ子 長 崎 20
久留島透子 広 島 6

△黒木　ゆり 広 島 5
◎黒明　宗太 岡 山 17

ケ 見城　康祐 神奈川 19
コ△小池　惠子 埼 玉 19
△小池　　誠 長 野 13
◎小池里津子 栃 木 23
小泉　　勇 静 岡 29

○小出　義久 長 野 15
光華みつこ 兵 庫 6
香焼　直美 千 葉 21
河野　建作 千 葉 16

◎河野桂一郎 兵 庫 2
◎河野健一郎 鹿児島 11
◎國府田仁彌 茨 城 13
小久保　薫 埼 玉 27
越川　陽子 大 阪 26

△児島慎太郎 岡 山 20
小関　清夫 山 形 9

◎小関　修一 栃 木 1
△児玉えり子 兵 庫 27
◎児玉　健二 京 都 6
○五島　秀昭 熊 本 30
◎後藤　俊子 北海道 18
五野　成之 長 野 23
小早川洋子 東 京 29

○小林　章人 山 口 19
△小林　克敏 愛 知 20
◎小林　聡一 神奈川 4
△小林　辰平 東 京 23
○小林　久代 静 岡 29
◎小堀　清純 北海道 16
◎駒﨑　忠夫 千 葉 9
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島田　光宏 北海道 29
◎嶋中　俊文 東 京 3
清水　潤二 埼 玉 30

◎志水　和司 兵 庫 7
志村　祥子 静 岡 29

○志村　幸男 神奈川 12
下田富美子 長 崎 9

◎下時治郎秀臣 徳 島 5
庄 　 道 子 東 京 27

○城代　成美 長 崎 9
○正田みどり 千 葉 11
◎白井　潤子 静 岡 28
◎白井　秀夫 埼 玉 16
◎白坂　信夫 福 島 12
◎城田　美子 神奈川 19
△沈　　堅毅 東 京 20
△新藤　則子 静 岡 15

ス 末松　　智 石 川 21
◎菅野　宗武 茨 城 15
◎杉本　幸江 神奈川 7
○杉若　秋津 愛 知 30
鈴木伊佐男 埼 玉 25
鈴木　悦子 栃 木 24

○鈴木　康子 和歌山 30
○鈴木　陽子 千 葉 15
◎鈴木　真治 埼 玉 6
鈴木　洋子 東 京 27

◎鈴木　文雄 愛 知 8
◎鈴木　正子 神奈川 18
須田百合子 栃 木 28

○須藤　克明 岡 山 9
○須藤百合子 栃 木 26
◎須藤　赫子 東 京 19
○住井ますみ 広 島 7
△住田　翔太 愛 知 20

セ○関口　健司 埼 玉 14
◎関口　雅文 東 京 11
○瀬戸口敏明 鹿児島 16
妹尾　　均 岡 山 23

ソ○曽　　郁文 台 湾 30
◎曽　　剣雄 愛 知 1
◎五月女政巳 栃 木 8

タ○髙井　昌子 岐 阜 11
髙木　美里 熊 本 27

△高木　　大 愛 知 12
◎髙須　雅治 愛 知 27
○髙塚　紀江 静 岡 16
髙梨　文子 長 野 22

◎髙梨　芳実 静 岡 1
髙橋　主也 栃 木 24
髙橋　巨志 山 形 20

△高橋千恵子 栃 木 23
○高橋　和正 埼 玉 4

○小松原　壽 岡 山 18
菰田　　智 愛 知 20

◎小森　隼人 奈 良 1
小山　拓也 長 野 17

○コルドバッチェ・
マ ン ス ー ル 東 京 26

◎近藤　昌徳 大 分 13
今野　雅彦 兵 庫 25

○金野　圭助 神奈川 22
サ◎齋藤　一郎 宮 城 17
◎斎藤　秀夫 東 京 5
○斎藤　靖彦 栃 木 19
△佐伯　弘子 千 葉 21
△佐伯美穗子 大 分 19
△左海　和人 奈 良 27
○酒井　惠子 千 葉 11
酒井　邦子 神奈川 24

○榊原　武二 栃 木 23
坂田　英昭 宮 崎 13

◎坂元　忠夫 大 阪 10
◎阪𦚰　郁子 京 都 6
△佐木　義輝 大 阪 13
◎鷺　悦太郎 岩 手 2
◎笹岡　弓子 東 京 18
佐々木君江 岩 手 14
佐々木雅道 千 葉 13

◎佐々木和子 兵 庫 10
◎佐々木　剛 北海道 4
△佐竹　　茂 高 知 20
佐藤　嵩幸 岡 山 17
佐藤　千代 神奈川 25
佐藤　哲子 長 崎 28

△佐藤みち子 静 岡 29
さとうようこ 長 崎 19
佐藤　礼子 広 島 12

◎佐藤　孝洋 岡 山 20
◎佐藤　徹子 長 崎 12
◎佐藤　利宗 長 崎 18
佐藤真衣子 東 京 3

◎佐藤　洋子 栃 木 5
◎佐藤　陽也 東 京 3
◎佐山　朋子 東 京 9
◎三箇　大介 兵 庫 3
◎塩屋　信敏 鹿児島 17

シ○重松喜代子 東 京 22
△篠﨑　好子 栃 木 25
篠田　寛江 三 重 24
篠田　久代 栃 木 28
篠原　達幸 埼 玉 24

○柴田　　治 宮 城 16
○柴田　幸子 兵 庫 25
◎島口　和子 栃 木 22
◎島﨑　英子 埼 玉 20

野田　靖子 三 重 12
ハ○栄岩　伸治 長 崎 30
◎白田　彩乃 神奈川 2
橋本佐知子 埼 玉 9
長谷川　靖 長 野 26

◎長谷川晶子 千 葉 2
○長谷川英雄 福 島 21
畑田　眞夫 福 岡 30
蜂須賀　仁 愛 知 25

○服部としこ 愛 知 10
△服部　知子 愛 知 18
○馬場　　圓 大 阪 23
◎浜口　大蔵 三 重 19
浜崎　寿子 岡 山 21
濵元ヤロスラヴァ 鹿児島 3

◎濵本　久雄 長 野 7
○林原　郁子 神奈川 15
△原　　太一 千 葉 3
伴野　正明 静 岡 29

ヒ 疋田　正章 神奈川 9
◎久恒　廣義 東 京 21
◎日吉　　充 埼 玉 11
平井　　貢 愛 知 20

○平野　文子 埼 玉 22
◎平林　　昇 神奈川 9
平松　　周 愛 知 30

△蛭町やい子 栃 木 29
○広井　教子 神奈川 20
広瀬　純子 茨 城 28

◎廣瀬　順子 神奈川 10
◎広田　　稔 神奈川 1

フ◎深澤　孝哉 静 岡 5
◎福井　欧夏 東 京 1
福澄　明美 三 重 24

△藤井　佳奈 熊 本 2
◎藤井　紀子 静 岡 28
○藤川　弘康 広 島 10
藤里　真由 熊 本 12
藤田　　太 大 分 24

△藤森　直樹 千 葉 4
藤森　好広 大 分 26
藤原　公子 埼 玉 27

○藤原　　光 岡 山 6
◎藤原　修身 山 梨 21
△船田　昌宏 栃 木 20
○古澤　新司 愛 知 11
古島　淑子 栃 木 25

○古根　益雄 茨 城 14
ヘ◎別府　威德 鹿児島 25
ホ◎外園　雅美 大 分 15

星野　清和 群 馬 3
△星野　典子 群 馬 8
◎細野　篤子 三 重 21

豊浦　由子 大 阪 7
ナ 長尾　圭子 千 葉 6
◎長尾　浩一 兵 庫 4
○中川　道子 埼 玉 23
◎中川　正博 三 重 13
◎長坂　　誠 広 島 10
永澤　洋子 栃 木 9

△中沢ゆかり 長 野 12
○長澤　和子 埼 玉 17
中島あけみ 東 京 6
中島　光江 栃 木 29
長瀬　佳子 岡 山 30

○永田　和之 熊 本 3
◎中谷　　晃 千 葉 1
長友　洋子 宮 崎 22
中西　靖記 奈 良 28

△中西　　令 大 阪 17
◎永浜　佳子 千 葉 18
△中道　佐江 京 都 3
△中村キミ子 宮 崎 11
中村　成代 三 重 6

△中村　彰吾 大 阪 20
△中村富志男 北海道 11
◎中村　幸枝 山 口 12
◎中村　泰子 愛 知 18
中本　健一 広 島 7

◎中矢　勝善 北海道 12
中山　喜裕 岡 山 4

◎中山　忠彦 千 葉 5
△鍋田　忠彦 静 岡 14
並川　晴光 奈 良 9

○縄稚　誠基 広 島 28
◎南城由起子 静 岡 16

ニ 西家　晶子 広 島 6
西ヶ谷千鶴子 静 岡 29

△西川　澄男 愛 知 25
西川　誠一 熊 本 2

◎西川加耶子 東 京 5
西澤　敏造 静 岡 29

◎西沢　貴子 東 京 9
西田　佳世 熊 本 30

◎西谷　之男 静 岡 2
△西田味重子 兵 庫 18
◎西永　昇平 長 崎 30
◎西村日呂子 栃 木 8
△西脇　　恵 京 都 3

ヌ◎布井　　剛 東 京 10
○沼尻　康之 神奈川 28
◎沼田　　敏 神奈川 11

ネ◎根布谷重子 埼 玉 7
ノ◎野口　福己 大 分 18
◎野澤　　剛 栃 木 20
◎野尻　一雄 栃 木 26

○髙橋美千子 長 崎 11
◎髙橋　洋一 神奈川 8
○髙松　遙子 静 岡 15
◎髙村喜美子 神奈川 12
多賀谷　寛 宮 崎 20

◎髙栁　剛士 長 野 21
竹内　明男 長 野 8
竹内　翔太 長 野 4

◎竹内　　恵 愛 知 8
竹之内さつき 長 崎 25

◎立川　和枝 東 京 7
◎立花　　博 岡 山 7
△田中　　明 滋 賀 20
○田中　孝知 京 都 3
○田中　知子 滋 賀 3
△田中　裕子 千 葉 1
◎田中　絵美 東 京 20
◎田中　利枝 神奈川 12
△谷口　友惟 愛 知 8
◎谷口　　明 大 阪 23
田淵　礼子 栃 木 26
玉木　　充 岐 阜 27

△玉利　紀子 長 崎 30
◎田村　容子 茨 城 26

チ◎千種　弘章 三 重 27
△千葉　恭士 静 岡 15
△千村さく子 神奈川 12
張　　益学 埼 玉 25
長　　和義 栃 木 23

ツ○津絵　太陽 東 京 3
◎塚原　貴之 北海道 10
佃　　正義 奈 良 29
辻　　和江 愛 知 23
都志真優奈 大 阪 23
続　理々佳 熊 本 20
角田　和子 静 岡 17

◎椿 　 苑 岡 山 14
◎津端　　泰 新 潟 4

テ○手嶌　かよ 三 重 4
出水　　翼 大 阪 24

◎寺久保文宣 埼 玉 1
◎寺倉　良明 三 重 21
◎寺田　　真 埼 玉 30

ト◎土井原崇浩 高 知 2
○堂畑　時雄 北海道 15
道本　　勝 和歌山 4

◎時田　治子 栃 木 9
◎徳田　明子 東 京 16
徳永　　敏 鹿児島 21
徳永　秀之 千 葉 20

◎德丸　　晃 宮 崎 10
冨岡　常世 東 京 17

△友清　大介 東 京 3
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穂積　蓉子 静 岡 13
堀　なお子 東 京 29

◎堀　　博喜 愛 知 23
◎堀　百合子 大 阪 29
◎堀井　　聰 京 都 1
◎堀之薗光一 鹿児島 10
◎堀山　義孝 三 重 10
本田　彰代 広 島 6
本田　恵子 東 京 23

マ◎前川ひろこ 神奈川 7
△前田　知恵 千 葉 6
前田　靖男 神奈川 22

◎前田惠美子 愛 知 8
◎牧内　則雄 愛 知 2
◎牧野　明美 静 岡 16
○牧野千佳子 愛 知 21
マキノロラン 山 形 20

○政木久美子 千 葉 21
真島　　柊 東 京 2
増田　　哲 東 京 6
枡田真由美 熊 本 30

△松尾　佳昭 東 京 7
◎松尾　文隆 大 阪 6
◎松木　康弘 愛 媛 10
○松﨑　善幸 長 崎 17
松田　栄治 滋 賀 20

△松田喜美子 静 岡 14
松村はるか 熊 本 20
松村　盛仁 熊 本 22

○松村　仁一 栃 木 27
△松村真理子 埼 玉 20
◎松本　貴子 奈 良 2
◎松本　実桜 神奈川 3
的崎　裕子 岡 山 3
的場　好夫 千 葉 19

△丸山　一夫 新 潟 2
○丸山　孝子 東 京 10

ミ 三浦　　薫 山 口 27
◎三浦　忠誠 愛 知 11
△三浦　隼髙 奈 良 15
◎三澤　　忠 東 京 5
三谷　泰之 東 京 28

△三井　敏之 東 京 21
◎三橋　文彦 青 森 2
○港井　里佳 千 葉 3
△南 　 建 東 京 7
南沢　吉子 長 野 11

◎御法川　滋 千 葉 16
◎三原　準二 愛 媛 30
○三村　　稔 愛 知 4
△宮城　千春 東 京 29
宮崎　一代 千 葉 28
宮崎　　毅 愛 知 14

宮﨑　宗人 神奈川 20
宮﨑　祐紀 福 岡 30

◎宮﨑　郁夫 埼 玉 17
△宮澤　篤志 千 葉 30
◎宮下　陽子 滋 賀 1
宮本　典子 静 岡 15

◎三輪　　修 愛 知 4
ム○向井　正義 広 島 2

無盡　和夫 千 葉 30
△村上　　豊 兵 庫 16
△村重　　昭 大 阪 26
◎村山きおえ 愛 知 5

モ 毛利由美子 滋 賀 14
◎望月　俊子 静 岡 15
本井　光子 長 野 28
元田　　太 神奈川 20
本橋　直康 栃 木 25

◎茂又　好文 東 京 13
百瀬　太虚 埼 玉 19
森重　美香 鹿児島 27

△森　　真一 兵 庫 10
◎森本　克彦 滋 賀 9

ヤ△八木　誠一 静 岡 17
◎安田　和子 大 阪 14
安本　良雄 静 岡 14

△ヤダシンタロウ 埼 玉 7
◎矢田　智子 神奈川 19
柳田　アキ 栃 木 9

○柳田也寿志 長 崎 3
矢野　靖大 宮 崎 30

○矢部　仁子 栃 木 12
◎山内　大介 愛 知 3
山神　　敦 大 阪 30

△山河美智郎 鹿児島 22
◎山木　　章 千 葉 20
△山口　和子 愛 知 27
△山﨑　広志 高 知 10
◎山﨑　幹雄 栃 木 16
山下　晃平 滋 賀 20
山下　保美 栃 木 12

◎山下あゆ美 神奈川 12
◎山下　光子 千 葉 24
◎山下百合子 三 重 11
○山田　　潔 静 岡 24
山田　素子 東 京 22

◎山田　郁子 埼 玉 6
◎山田　幸司 静 岡 25
◎山田　猛夫 静 岡 16
◎山田　博司 奈 良 6
△山名　　久 栃 木 13
◎山根　　隆 栃 木 22
山本　　周 大 阪 3

◎山本　桂右 京 都 4

山本　茂子 大 阪 20
△山本　　茂 長 野 28
◎山本　大貴 東 京 1
◎山本　浩之 三 重 1
○山本　正子 茨 城 12

ユ 湯谷　友貴 熊 本 20
弓山　俊一 愛 媛 30

ヨ 横川みどり 愛 知 21
横山　知子 宮 崎 19

△横山　文代 北海道 11
◎横山　　修 埼 玉 21
△吉岡　和恵 神奈川 19
○吉岡真紀子 岡 山 7
◎𠮷住　裕美 埼 玉 2
◎𠮷田　逸男 奈 良 16
𠮷田　　明 静 岡 28
𠮷田　　清 静 岡 29
𠮷田　　恵 大 阪 26
吉田　亮子 北海道 13

○吉田　直未 京 都 21
○吉田　久子 茨 城 22
△𠮷田　道子 静 岡 14
◎吉成　浩昭 東 京 2
△𠮷間　春樹 千 葉 11
吉村　則子 長 崎 26

ワ△若菜　栄一 栃 木 28
若松　秀一 宮 崎 24

○和田　幹雄 山 口 20
◎和田　直樹 千 葉 1
渡部　慶二 山 形 26
渡部　哲也 千 葉 29

△渡邉奈保子 滋 賀 12
渡邊　由美 愛 知 20

○渡辺　良子 栃 木 11
△渡邊　裕榮 長 崎 27
○渡辺　幸代 愛 知 12
割石　利子 神奈川 13

●東京展　３月18日〔水〕－３月30日〔月〕
【休館日３月24日〔火〕】
10：00－18：00【入場は17：30まで】
最終日は15：00まで。【入場は14：30まで】
国立新美術館（港区六本木７－22－２）

●名古屋展　４月７日〔火〕－４月12日〔日〕会期中無休
10：00－18：00【入場は17：30まで】
金曜日のみ10：00－20：00【入場は19：30まで】
最終日は17：00まで。【入場は16：30まで】
愛知県美術館ギャラリー（愛知芸術文化センター８Ｆ）
共催＝中日新聞社/東海テレビ放送
後援＝愛知県/名古屋市/愛知県教育委員会

●関西展　６月18日〔木〕－６月23日〔火〕会期中無休
10：00－20：00【入場は19：30まで】
最終日は17：00まで。【入場は16：30まで】
あべのハルカス近鉄本店ウイング館８F 近鉄アート館
後援＝読売新聞社/読売テレビ

白日会地方支部名簿
北海道支部	 069－0824	 北海道江別市東野幌本町7－1
			   のっぽろシティハウスＦ203
			   塚原　貴之	 011（777）2727
茨 城 支 部	 314－0116	 茨城県神栖市奥野谷5674－4
			   國府田仁彌	 0299（96）1658
栃 木 支 部	 323－0025	 栃木県小山市城山町2－13－9
			   五月女政巳	 0285（22）3896
神奈川支部	 238－0026	 神奈川県横須賀市小矢部3－16－46
			   熊澤真紀子	 046（834）4647
静 岡 支 部	 421－0304	 静岡県榛原郡吉田町神戸757－18
			   西谷　之男	 0548（32）3713
中 部 支 部	 490－1136	 愛知県海部郡大治町花常西江端47－1
			   竹内　　恵	 052（441）9304
関 西 支 部	 児玉　健二
　　事務所	 663－8184	 兵庫県西宮市鳴尾町1丁目13－7
			   三箇　大介	 080（8308）1962
岡 山 支 部	 706－0011	 岡山県玉野市宇野8－29－28
			   立花　　博	 0863（21）5337
長 崎 支 部	 856－0806	 長崎県大村市富の原2－127－7
			   江口　武志	 0957（55）3958
大 分 支 部	 871－0024	 大分県中津市中央町1－8－13
			   外園　雅美	 0979（25）0753
熊 本 支 部	 869－2232	 熊本県阿蘇市赤水728－7
			   石原　昌一	 0967（35）1337
南九州支部	 891－0201	 鹿児島県鹿児島市喜入瀬々串町604－325
			   池川　　直	 0993（47）1580



どなたでもインターネットYouTubeで視聴できます。
「白日会」他で検索可能。
※�白日会は、広く一般の方々に向けて、美術の解説と
共に美術の魅力をお伝えすることを目標に公開動画
を制作しています。

「白日会中興の祖
—伊藤清永先生を語る―」

「公開クロッキー講座 Vol.1,2,3」

「中山先生、若手と語る。Vol.2
―中山絵画の精髄に迫る―」

「伊藤清永を語る」―伊藤清永の名品を前に―
講堂上映会で放映予定でした動画をYouTubeでご覧になれます。（近日公開予定）

「中山先生、若手と語る。」

第96回白日会展のイベント
※�本年は新型コロナウイルスの感染拡大予防措置の為、大
変残念なことではありますが予定しておりました以下の
イベントはすべて中止となりました。

講堂上映会　3月18日(水)
上映作品：「伊藤清永を語る」―伊藤清永の名品を前に―

公開クロッキー講座Vol.5　3月26日(木)
第1部　11：00～13：00　第2部　13：30～15：30

ギャラリートーク　絵画/会期中全日

※本年の彫刻部は開催中止となりました。会場案内図

白日会の無料公開動画のお知らせ

白日会事務所　〒104-0032　東京都中央区八丁堀4-2-8-202　TEL＆FAX 03-6280-5218　東京展会期中 TEL 03-6812-9921　
http://www.hakujitsu.com  E-mail hakujitsu-mail@trad.ocn.ne.jp
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